
SIENTA 取付説明書
BONNET STRIPE ボンネットストライプ

手順1.　下図を参考に、各ステッカーを太いラインと細いラインをセットで切り離し、透明リタックシートをステッカー上に貼り付けます。
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手順2.　下図を参考に、バンパー部ステッカーを前方下部を基準にして貼り付けます。
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取付手順　 取り付け前に必ず裏面の注意事項をお読みください
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概要：本製品は3Mラッピングフィルムを切り抜いたステッカーです。ステッカー裏面にクロスカットが入っており、気泡がスムーズに抜けます。
　　　施工の際は、貼り付け面に石鹸水を噴霧し、位置出しを行いながらスキージなどで気泡を抜いて貼り付けます。石鹸水を用いるのですぐに剥がせば問題なく再施工が可能です。
　　　石鹸水は水の量に対して中性洗剤を1％入れてください。

※貼り付け面は必ず清掃脱脂を入念に
　行ってください。
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ボンネット部 RH ボンネット部 LH

④透明リタックシートをステッカーの台紙と同じ大きさに
　切り離しておき、剥離紙を剥がしてから空気が入らない
　ようステッカー上に貼り付けます。

⑤車両に貼り付けた後に
　ステッカーの不要部分
　を剥がします。

③マスキングテープで
　固定します。

①予め、ステッカーの余白を10mm程度残して
　台紙を切り離しておきます。
　前後端末は余白を多めに残してください。

②ステッカーがずれないよう前後を
　マスキングテープで作業台に固定
　します。
　更に透明リタックシートも重ねて
　固定します。

※左右共通作業
　図はLH側

手順3.　下図を参考に、バンパー部ステッカーとボンネット部ステッカーのラインを合わせ、ボンネット後端の図示の位置を基準にしてボンネット部のステッカーを
　　　    貼り付けます。

図❸ ※左右共通作業　図はLH側

洗車の際、高圧洗浄機はステッカーに直接当てないようにしてください。
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ー ステッカー・デカールに関する注意事項 ー

・できるだけ広い環境で作業してください。

・外側に向かって気泡を押し出しすることで簡単に空気を抜くことができます。

・高温では伸びる可能性があり、低音では粘着力が弱くなることがあります。
　なるべく作業時の気温を25℃前後に合わせてください。

・車両の個体差、シートの伸び等で多少の差異が発生します。
　数字は参考としてください。

・貼付け後に修正できるよう、すぐに全体を押し付けないでください。
　丁寧に剥がしていただければある程度修正可能です。

・ボディコート等されている車両は接着効果が十分に発揮できません。
　コンパウンドなどを使用し、接着部分のボディコート被膜を完全に除去してください。

洗車の際、高圧洗浄機はステッカーに直接当てないようにしてください。
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作業は２名以上の複数名で行う事をお奨めします。


